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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 3,950 △49.1 655 △79.8 662 △79.6 428 △78.7
22年3月期第2四半期 7,753 3.4 3,249 3.0 3,256 2.7 2,010 3.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 34.56 ―
22年3月期第2四半期 162.10 162.08

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 13,846 12,865 92.9 1,037.32
22年3月期 15,850 13,562 85.6 1,093.51

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  12,865百万円 22年3月期  13,562百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
   平成22年３月期期末配当金の内訳は、普通配当80円00銭、記念配当10円00銭となっております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 80.00 ― 90.00 170.00
23年3月期 ― 80.00
23年3月期 

（予想）
― 80.00 160.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
    

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,130 △41.1 1,970 △68.3 1,980 △68.2 1,280 △66.7 103.20



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

（注）平成22年９月30日付で、自己株式167,748株の消却を行っております。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 12,402,252株 22年3月期  12,570,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  ―株 22年3月期  167,748株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 12,402,252株 22年3月期2Q  12,399,657株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法
に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期におけるわが国経済は、海外経済の改善に伴う輸出の増加や各種政策効果による個人消費の持ち

直しなどを背景に、企業収益の改善が続くなど一部に回復の兆しがみられております。しかしながら、海外景気の

下振れ懸念、円高傾向が続く不安定な為替相場の影響により、景気を下押しするリスクが強まるなど、先行き不透

明な状況が続いております。 

また、当社が属する電気機器業界におきましては、アジアをはじめとする新興国の需要を背景にした輸出に牽

引される形で一部回復傾向を示すものの、継続的な円高傾向や慢性的なデフレの影響等により、本格的な回復には

至らないままでの推移となりました。 

現在当社事業の中心的市場である遊技機器市場（注1）につきましては、１円パチンコ等の低貸玉営業が幅広く

定着したことや遊技機器製造メーカによるファン層の拡大を企図したゲーム性の高い遊技機器の開発努力等によ

り、近年減少傾向にあった遊技人口が増加に転じるなど一部に明るい兆しも見えております。しかしながら、低貸

玉営業の普及による遊技ホールの収益性の低下、国内経済の低迷長期化の影響等により、遊技ホールの新規遊技機

器購買意欲は集客力のある一部の有力機種へ集中し、全体としては購買意欲の低下した厳しい状況が続いておりま

す。更に、需要の集中に伴う一部遊技機器メーカの遊技機器構成部品の在庫調整や、市場環境を背景とした基板レ

ベルでの本格的なリユースの開始など、当社事業環境としては想定を超えた厳しい状況下での推移となりました。

かかる環境の中で当社は、遊技機器の搭載液晶の大型化に対応したグラフィックスLSI（注2）製品「AG301」及

びグラフィックス機能、サウンド機能、LED（注3）コントロール機能等複数の機能をワンチップに統合化したLSI

製品「AG333」を中心に各種LSI製品の販売に注力いたしました。 

遊技機器市場に向けたグラフィックスLSI製品に関しましては、前年同四半期における中核製品であった

「AG301」から高付加価値化を図った機能統合LSI「AG333」への移行が着実に進展しておりますが、当社グラフィ

ックスLSI製品の販売数量は、上記市場環境を要因として前年同四半期に比較して69万個減の67万個の販売にとど

まりました。同市場向けサウンドLSI（注4）製品に関しましては、機能統合化製品の販売や顧客の需要動向の影響

により、その他遊技機器市場向け製品につきましては、いずれも顧客の需要動向の影響により前年同四半期に比較

して販売数量が減少いたしました。一方、遊技機器市場以外の組み込み機器市場（注5）向けグラフィックスLSI製

品につきましては、産業用機器を中心とする各種組み込み機器の在庫調整が一巡したことなどを受けて、前年同四

半期を上回る販売となりました。 

 以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は3,950百万円（前年同期比49.1％減）、営業利益は655百万円（前

年同期比79.8％減）、経常利益は662百万円（前年同期比79.6％減）、四半期純利益は428百万円（前年同期比

78.7％減）となりました。 

（注1）「遊技機器市場」とは、パチンコ機及びパチスロ機等の製造に係る市場を意味しています。 

（注2）「グラフィックスLSI」とは、液晶装置等に表示を行うためのLSIを意味しています。 

（注3）「LED」とは、Light Emitting Diodeの略称です。導電することで発光する半導体素子を意味しており、発

光ダイオードとも言われています。 

（注4）「サウンドLSI」とは、デジタル化された音声データを再生するためのLSIを意味しています。 

（注5）「組み込み機器市場」とは、「広義の組み込み機器の中から遊技機器を除いたその他の機器の製造に係る

市場」として使用しています。 

   

（２）財政状態に関する定性的情報 

①当第２四半期末の資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期末の資産合計は、前年同四半期末との比較で1,368百万円減少となる13,846百万円（前年同期比

9.0％減）となりました。主な要因は、前年同四半期以降における事業活動による現金及び預金の減少（216百万

円）及び当第２四半期末月の売上高が前年同月比で減少したことによる売掛金の減少（1,154百万円）等によるも

のであります。 

当第２四半期末の負債合計は、前年同四半期末との比較で1,518百万円減少となる981百万円（前年同期比60.7％

減）となりました。主な要因は、当第２四半期末月の仕入高が前年同月比で減少したことによる買掛金の減少

（389百万円）と未払法人税の減少（1,025百万円）となっております。 

当第２四半期末の純資産合計は、前年同四半期末との比較で150百万円増加となる12,865百万円（前年同期比

1.2％増）となりました。主な要因は、利益剰余金の減少（449百万円）及び自己株式の減少（600百万円）等とな

っております。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期末における営業活動により支出した資金は553百万円となりました。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



 これは主に、当第２四半期における税引前四半期純利益（661百万円）に対し、法人税等の支払（1,130百万円）

や減価償却費の計上（110百万円）、売上債権の減少（227百万円）、仕入債務の減少（278百万円）、未払消費税

等の減少（147百万円）等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期末における投資活動により支出した資金は41百万円となりました。 

 これは、有形固定資産の取得（9百万円）及び無形固定資産の取得（31百万円）によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期末における財務活動により支出した資金は1,114百万円となりました。 

 これは主に、配当金の支払（1,114百万円）によるものであります。 

  

以上の結果、当第２四半期末の現金及び現金同等物の残高は、前事業年度末に比べて1,709百万円減少となる

11,599百万円となりました。 

  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

平成22年３月期決算短信（平成22年４月26日開示）により公表いたしました平成23年３月期通期の予想数値を修

正しております。詳細につきましては、平成22年９月15日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

  

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①法人税等の計上基準につきましては、法定実効税率をベースとした年間予想税率により計算しております。  

②たな卸資産に関して、実地たな卸を行わず帳簿たな卸により算定しております。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用してお

ります。この変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。  

  

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,600 9,309

売掛金 1,115 1,342

有価証券 3,999 3,999

商品及び製品 238 331

原材料及び貯蔵品 1 1

その他 274 192

流動資産合計 13,230 15,178

固定資産   

有形固定資産 222 239

無形固定資産 190 219

投資その他の資産 203 213

固定資産合計 616 672

資産合計 13,846 15,850

負債の部   

流動負債   

買掛金 445 723

未払法人税等 240 1,155

その他 284 409

流動負債合計 969 2,288

固定負債   

資産除去債務 7 －

その他 4 －

固定負債合計 12 －

負債合計 981 2,288

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,018 1,018

資本剰余金 861 861

利益剰余金 10,973 12,262

自己株式 － △600

株主資本合計 12,854 13,541

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 10 20

評価・換算差額等合計 10 20

純資産合計 12,865 13,562

負債純資産合計 13,846 15,850



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 7,753 3,950

売上原価 3,204 1,810

売上総利益 4,548 2,139

販売費及び一般管理費 1,299 1,484

営業利益 3,249 655

営業外収益   

受取利息 5 4

受取配当金 1 1

雑収入 1 2

営業外収益合計 8 7

営業外費用   

株式交付費 1 0

為替差損 0 －

固定資産除却損 － 0

営業外費用合計 1 0

経常利益 3,256 662

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1

特別損失合計 － 1

税引前四半期純利益 3,256 661

法人税等 1,246 232

四半期純利益 2,010 428



（第２四半期会計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 3,824 2,211

売上原価 1,624 1,009

売上総利益 2,200 1,202

販売費及び一般管理費 681 672

営業利益 1,518 529

営業外収益   

受取利息 2 2

為替差益 － 1

雑収入 1 0

営業外収益合計 3 3

営業外費用   

株式交付費 0 0

為替差損 0 －

固定資産除却損 － 0

営業外費用合計 0 0

経常利益 1,521 532

税引前四半期純利益 1,521 532

法人税等 579 183

四半期純利益 942 349



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 3,256 661

減価償却費 130 110

長期前払費用償却額 1 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1

受取利息及び受取配当金 △6 △5

売上債権の増減額（△は増加） △1,583 227

たな卸資産の増減額（△は増加） 336 92

その他の流動資産の増減額（△は増加） 3 △25

仕入債務の増減額（△は減少） 575 △278

その他の流動負債の増減額（△は減少） △343 △65

未払消費税等の増減額（△は減少） 31 △147

その他 － 0

小計 2,402 570

利息及び配当金の受取額 6 5

法人税等の支払額 △1,135 △1,130

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,273 △553

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △145 △9

無形固定資産の取得による支出 △63 △31

その他 △0 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △208 △41

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の処分による収入 7 －

リース債務の返済による支出 － △0

配当金の支払額 △1,053 △1,114

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,045 △1,114

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 19 △1,709

現金及び現金同等物の期首残高 11,796 13,309

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,815 11,599



該当事項はありません。  

  

   

  

該当事項はありません。  

  

  

  

（重要な子会社の設立） 

当社は、平成22年10月15日開催の取締役会において、次のとおり子会社を設立することを決議いたしました。 

１．子会社設立の目的 

LSI製品等を対象とする新たな市場領域（事業分野）の開拓と新規事業の早期立ち上げを目的として、子会社

を設立することといたしました。 

  

２．子会社の概要 

   

３．設立の日程 

  

４．今後の見通し 

当該子会社設立による当社当事業年度の業績への影響は、設立初年度であることから軽微であると認識してお

ります。  

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象に関する注記

①商号  未定 

②本店所在地  東京都千代田区外神田４－14－１ 

③代表者  未定  

④主な事業 半導体、電子機器の開発販売 

⑤資本金の額 125,000,000円 

⑥資本準備金の額 125,000,000円 

⑦事業年度の末日 ３月31日 

⑧株主構成 当社100％出資 

平成22年10月15日 取締役会決議 

平成22年12月初旬 子会社設立（予定） 



（１）生産、受注及び販売の状況 

①生産実績 

当第２四半期累計期間の生産実績は次のとおりであります。 

（注）１．金額は販売価額によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

②受注実績 

当第２四半期累計期間の受注実績は次のとおりであります。 

（注）１．金額は販売価額によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

③販売実績 

当第２四半期累計期間の販売実績は次のとおりであります。 

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．前第２四半期累計期間及び当第２四半期累計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売

実績に対する割合は次のとおりであります。 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。    

４．補足情報

区分  

当第２四半期累計期間 

（自 平成22年４月１日 

至 平成22年９月30日） 

前年同期比（％) 

遊技機器市場向LSI製品 （百万円）  3,524  51.1

組み込み機器市場向LSI製品 （百万円）  146  578.0

その他 （百万円）    59  75.4

合計（百万円)  3,730  53.3

区分  

当第２四半期累計期間 

（自 平成22年４月１日 

至 平成22年９月30日） 

受注高（百万円）  
前年同期比 

（％）  
受注残高（百万円） 

前年同期比 

（％）  

遊技機器市場向LSI製品  2,979  37.3  1,807  41.9

組み込み機器市場向けLSI製品  134  181.0  74  118.1

その他  33  89.8  6  746.0

合  計  3,147  38.9  1,889  43.1

区分  

当第２四半期累計期間 

（自 平成22年４月１日 

至 平成22年９月30日） 

前年同期比（％） 

遊技機器市場向LSI製品 （百万円）  3,778  49.2

組み込み機器市場向LSI製品 （百万円）  142  397.2

その他 （百万円）  29  71.6

合計（百万円）  3,950  50.9

相手先 

前第２四半期累計期間 

（自 平成21年４月１日 

至 平成21年９月30日） 

当第２四半期累計期間 

（自 平成22年４月１日 

至 平成22年９月30日） 

緑屋電気株式会社 
金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％） 

 7,354  94.9  3,731  94.5



（２）最近における四半期毎の業績の推移 

  

平成23年３月期 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

  

  

  

平成22年３月期 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

（注）当社は、平成21年７月１日付をもって１株につき100株の割合で株式分割を行っております。なお、１株当たり

四半期純利益及び１株当たり純資産は、期首に分割が行われたものとして計算しております。   

  

  
第１四半期 

22年4月～22年6月 

第２四半期 

22年7月～22年9月 

第３四半期 

22年10月～22年12月 

第４四半期 

23年1月～23年3月 

  百万円 百万円 百万円 百万円

売 上 高  1,738  2,211  － － 

売 上 総 利 益  937  1,202  － － 

営 業 利 益  125  529  － － 

経 常 利 益  130  532  － － 

税 引 前 四 半 期 純 利 益  128  532  － － 

四 半 期 純 利 益  79  349  － － 

1株当たり四半期純利益 6円41銭 28円14銭 － － 

  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 第４四半期末 

  百万円 百万円 百万円 百万円

総 資 産  13,554  13,846  － － 

純 資 産  12,523  12,865  － － 

1 株 当 た り 純 資 産 1,009円73銭 1,037円32銭 － － 

  

  
第１四半期 

21年4月～21年6月 

第２四半期 

21年7月～21年9月 

第３四半期 

21年10月～21年12月 

第４四半期 

22年1月～22年3月 

  百万円 百万円 百万円 百万円

売 上 高  3,928  3,824  4,146  3,595

売 上 総 利 益  2,348  2,200  2,352  1,972

営 業 利 益  1,731  1,518  1,738  1,222

経 常 利 益  1,735  1,521  1,743  1,225

税 引 前 四 半 期 純 利 益  1,735  1,521  1,743  1,225

四 半 期 純 利 益  1,067  942  1,073  757

1株当たり四半期純利益 86円12銭 75円98銭 86円52銭 61円08銭 

  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 第４四半期末 

  百万円 百万円 百万円 百万円

総 資 産  13,335  15,215  14,680  15,850

純 資 産  11,769  12,715  12,792  13,562

1 株 当 た り 純 資 産 948円97銭 1,025円22銭 1,031円44銭 1,093円51銭 
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